





































































。 R:eaction time (hr.) 12 
守岡I N/60 12 7)rel 
24: 



















Oriがnalsolution 1.06 0.88 
(fl学研究 第41~ 音声 1場 17-ー出資 1Do2) (17) 
( b)吸着に於る酵素液の pH.酵素液のpHは N/l0酷酸叉は N/I0酷酸Yーグ溶液にて調
節した.其他の条件は (a)と同じにして3hr.吸着・せしめた.実験結果を第2表に示した.
(c)吸着媒の量.大根粉末を O.25g，0.5g， 1 g. 2g取 T，吸着媒の量以外の条件を (a)
と同じにして 3hr.吸着せしめた.第3表に実験結果を示した.
第 3 表
R伺 ctiontime (hr.) 
Adsorbent 。 6.5 18 
くg) 17rel I'Jrel l'/rel 
Filtrate “ 。 2.36 2.4Q 2.26 
1 2.13 .3 03 1.83 
0.5 2.03 1.8V 1.64 
0.25 1. V8 1.73 1.43 





R国 ctiontime (hr.) 
Concentration of 。 12 24 
enzymic solution 
I'Jrel I'Jr.l N/同 J2 I'Jrel N/50 Jz 
Filtrate 1 2.05 1.69 0.11 1.61 0.20 
1/2 2.03 1.43 0.13 1.35 0.32 
1/4 2.03 1.25 0.24 1.16 0.72 
Original solution 2.01 1.14 0.36 1.09 0.91 
大棋を沿ろし金でたろし水洗したものと，水洗後乾燥したものと，更に之を粉砕して印mesh
の飾を遁過せしめたものとの聞には吸着の強さに差異を認める事が出来なかった. O.∞5%及





酵素液:p，伺 .eXtansum， Rh. tTItici， Alternaria kikllchiana， Selerotinia cinereaの菌糸及び人
参， トマトの乾燥粉末の水による抽出液を用いた吸着の条件:大根粉末Ig，酵素液 25ml，
pH 5.0， 200C に於て 3時間吸着せしめた. 吸着量の測定:前の実験と同じ方法によった.
protopectina詩作用の測定:2%ペクチγ酸溶液の代Tf;C同量の水を加え，其他はポリガラ
グチユロナーゼの測定の場合と同一組成の反応液 (pH5.0， 350C)に於て馬鈴薯切片に対す
( (8) - 18ー
• 
る protopectinase作用を比較し丸作用時聞は 15hr. とし， acetate bufferの代りに 1
% ammonium oxalate静液 (1% oxalic acid溶液に pH5.0となす)を添加した場合の
protopectina田作用も同時に測った実験結果は第5表及び第6表の遁りであった
表5 第
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